マルクス経済学の人間主義的構造
2001年2月6日　社会主義理論学会第５７回研究会　　松尾匡
１．マルクス経済学の骨子

　「モノとモノの関係」(現象)を「ヒトとヒトとの関係」(本質)から説明


２．すべての社会に共通する「本質」としての労働過程


「労働は、まず第一に人間と自然とのあいだの一過程である。この過程で人間は自分と自然との物質代謝を自分自身の行為によって媒介し、規制し、コントロールするのである。」(『資本論』第1巻, S. 192)

「蜘蛛は、織匠の作業にも似た作業をするし、蜜蜂はその蝋房の構造によって多くの人間の建築師を赤面させる。しかし、もともと、最悪の建築師でさえ最良の蜜蜂にまさっているというのは、建築師は蜜房を蝋で築く前にすでに頭のなかで築いているからである。労働過程の終わりには、その始めにすでに労働者の心像のなかには存在していた、つまり観念的にはすでに存在していた結果が出てくるのである。労働者は、自然的なものの形態変化をひき起こすだけではない。彼は、自然的なもののうちに、同時に彼の目的を実現するのである。」(同上書, S. 193)

▶ これは、人間が何人になっても同じ。(人間どうしの関係にかかわらず)


「これまでにわれわれがその単純な抽象的な諸契機について述べてきたような労働過程は、使用価値をつくるための合目的的活動であり、人間の欲望を満足させるための自然的なものの取得であり、人間と自然とのあいだの物質代謝の一般的な条件であり、人間生活の永久的な自然条件であり、したがって、この生活のどの形態にもかかわりなく、むしろ人間生活のあらゆる社会形態に等しく共通なものである。それだから、われわれは労働者を他の労働者との関係のなかで示す必要はなかったのである。」(同上書, S. 198-199)

▶ これは、ヘーゲル的意味での「自由」。

「真に自由な労働は、たとえば作曲は、まさに同時に途方もない真剣な行い、全力をふりしぼった努力なのである。物質的な生産がこのような性格を持つことができるのは、ただ、第一に、労働の社会的性格が措定されていること、第二に、労働が科学的な性格を持ち、同時に一般的労働であること、すなわち、それが特定の訓練を受けた自然力としての人間の努力ではなく、主体としての人間の努力、つまり生産過程の中でたんに自然的、自然生的形態で現れるのではなく、すべての自然諸力を規制する活動として現れる主体としての人間の努力であること、によってだけである」(『草稿集』2, 340ページ)
３．「ヒトとヒトとの関係」で成り立つ投下労働価値概念

▶ 人間の諸欲求を満たす「目的」の諸純生産のために、「主体」である人間の社会的労働をそれぞれどれだけ投入する必要があるか。


「いろいろな欲望量に対応する諸生産物の量が社会的総労働のいろいろな量的に規定された量を必要とするということも、やはり子どもでもわかることです。このような、一定の割合での社会的労働の分割の必要は、けっして社会的生産の特定の形態によって廃棄されうるものではなくて、ただその現象様式を変えうるだけだ、ということは自明です。自然法則はけっして廃棄されうるものではありません。歴史的に違ういろいろな状態のもとで変化しうるものは、ただ、かの諸法則が貫かれる形態だけです。そして、社会的労働の関連が個人的労働生産物の私的交換として実現される社会状態のもとでこのような一定の割合での労働の分割が実現される形態、これがまさにこれらの生産物の交換価値なのです。」（「1868年７月11日クーゲルマンあての手紙」『資本論書簡』）
▶ 「モノとモノとの交換関係」ではこれが歪んで現れる。(「価値形態論」の本旨)

「商品の価値量は、社会的労働時間にたいする或る必然的な、その商品の形成過程に内在する関係を表しているのである。価値量が価格に転化されるとともに、この必然的な関係は、一商品とその外にある貨幣商品との交換割合として現れる。しかし、この割合では、商品の価値量が表現されうるとともに、また、与えられた事情のもとでその商品が手放される場合の価値量以上または以下も表現されうる。だから、価格と価値量との量的な不一致の可能性、または価値量からの価格の偏差の可能性は、価格形態そのもののうちにあるのである。このことは、けっしてこの形態の欠陥ではなく、むしろ逆に、この形態を、一つの生産様式の、すなわちそこでは原則がただ無原則性の盲目的に作用する平均法則としてのみ貫かれうるような生産様式の、適当な形態にするのである。／しかし、価格形態は、価値量と価格との、すなわち価値量とそれ自身の貨幣表現との、量的な不一致を許すだけではなく、一つの質的な矛盾、すなわち、貨幣はただ商品の価格形態でしかないにもかかわらず、価格がおよそ価値表現ではなくなるという矛盾を宿すことができる。」(『資本論』第1巻, S. 117)

▶ 「ヒトとヒトとの関係」の数式表現　(体系イ)

　A：n×n投入係数行列、I：単位行列

	投下労働価値体系

　t>0：1×n投下労働価値ベクトル

　τ>0：1×n直接投入労働ベクトル


t(I−A)＝τ>0

	純生産体系

　x>0：n×1総生産ベクトル

　y>0：n×1純生産ベクトル

(I−A)x＝y>0



τ>0のもとでt>0が存在する条件と、y>0とするようなx>0が存在する条件(純生産可能)とは同じもの；「I−Aがホーキンズ・サイモン条件を満たす。」

▶ 「モノとモノとの関係」の数式表現　(体系ロ)

　　b>0をn×1実質賃金率ベクトルとして、


[image: image1.wmf]：拡大投入係数行列(第n+1商品が労働力)
	価格体系（利潤の存在）

　p>0：1×n投下労働価値ベクトル

　
p(I−A＋)>0

	剰余生産体系（剰余の存在）

　x>0：n×1総生産ベクトル

　

(I−A＋)x>0



利潤が存在するp>0が存在する条件と、剰余が存在するx>0が存在する条件とは同じもの；「I−A＋がホーキンズ・サイモン条件を満たす。」



「I−A＋がホーキンズ・サイモン条件を満たす。」

⇔「I−Aがホーキンズ・サイモン条件を満たす。」かつ「1-tb>0」

「マルクスの基本定理」

　「モノとモノとの関係」の世界で成り立つ「利潤」現象を、「ヒトとヒトとの関係」の世界で成り立つ概念で見たら「労働の搾取」と解釈できる。

４．労働投入の節約を進歩と見る史観

▶ 「目的」のための「主体」の活動効率

「ヒトとヒトとの関係」：労働生産性（投下労働価値の逆数）

「モノとモノとの関係」：利潤率（生産資本・商品の自己成長率）

　よって、人間社会一般にとって、労働生産性上昇は、「対象としての自然に対する、主体としての人間のコントロール力の増大＝人間の自由の増大」との位置づけ。

「富とは一面では物象であって、人間が主体として相対するもろもろの物象、物質的生産物の形で現実化されている。……しかし実際には、偏狭なブルジョワ的形態を剥ぎ取られてみれば、富とは普遍的な交換によってつくりだされる諸個人の諸欲求、諸能力、諸享楽、生産諸力、等々の普遍性でなくてなんであろうか？ 富とは、自然諸力に対する、すなわち、いわゆる自然がもつ諸力ならびに人間自身の自然がもつ諸力に対する、人間の支配の十全な発展でなくてなんであろうか？」(『草稿集』2, 372ページ)
「大工業が発展するにつれて、現実的富の創造は、労働時間と充用された労働量とに依存することがますます少なくなり、むしろ労働時間の間に運動させられる諸作用因の力に依存するようになる。そして、これらの作用因──それらの強力な効果──それ自体がまた、それらの生産に要する直接的労働時間には比例せず、むしろ科学の一般的状態と技術学の進歩に、あるいはこの価額の生産への応用に依存する。……労働者は生産過程の主要作用因であることをやめ、生産過程とならんで現れる。この変換の中で、生産と富の大黒柱として現れるのは、人間自身が行う直接的労働でも、彼が労働する時間でもなく、彼自身の一般的生産力の取得、自然に対する理解、そして社会体としての彼の定在を通じての自然の支配、一言でいえば社会的個人の発展である。」(同上書, 581-582ページ)
▶ 「必要労働の短縮＝自由時間増大が人類史の進歩」との見方。

「諸個人の自由な発展、だからまた剰余価値を生み出すために必要労働を縮減することではなくて、そもそも社会の必要労働の最小限への縮減。その場合、この縮減には、すべての個人のために自由になった時間と創設された手段とによる、諸個人の芸術的、科学的、等々の発達開花が対応する。」(同上書, 582ページ)
「社会一般と社会のすべての構成員にとっての必要労働時間以外の多くの自由に処分できる時間……の創造、──こうした非労働時間の創造は、資本の立場では、少数者にとっての非労働時間、自由時間として現れるのであって、それは以前のすべての段階の立場の上でも同様である。資本が付け加えるのは、それが大衆の剰余労働時間を、技術と科学のあらゆる手段によって増加させることである。なぜなら資本の富は直接に剰余労働時間の取得にあるからであり、それというのも資本の目的は直接に価値であって、使用価値ではないからである。資本はこのように、図らずも、社会の自由に処分できる時間という手段を創造すること、すなわち、社会全体のための労働時間を、減少してゆく最小限に縮減し、こうして万人の時間を彼ら自身の発展のために解放するための手段を創造することに役立つのである。だが、資本の傾向はつねに、一方では、自由に処分できる時間を創造することであるが、他方では、それを剰余価値に転化することである。」(同上書584ページ)

「真実の経済(die wirkliche Oekonomie)は、労働の節約にある。……労働時間の節約は、自由な時間の増大に等しく、またこの発展はそれ自身がまた最大の生産力として、労働の生産力に反作用を及ぼす。」(同上書589ページ)

　「自由時間の資本家による横取り＝相対的剰余価値生産」→この進行が資本制的生産様式の歴史的役割と見る。

▶ 結合生産がある場合の投下労働価値の数式規定　(体系イ’)

　A：m×n投入行列、B：m×n投入行列
	投下労働価値体系

　t>0：1×n投下労働価値ベクトル

　τ>0：1×n直接投入労働ベクトル


t(B−A)≦τ
choose t, max ty

	純生産体系

　x>0：n×1アクティビティベクトル

　y>0：n×1純生産ベクトル

(B−A)x≧y
choose x, minτx



　与えられた純生産ベクトルに対して、それを生産するための最小労働量によってその投下労働価値を定義する。→労働最小化技術の選択

　それに対して、「モノとモノの関係」の世界では、利潤率最大技術が選ばれるので、必ずしも労働生産性は最大にならない。

「この機械には、それによって代わられる労働力と同じだけの費用がかかるとしても、この機械そのものに対象化されている労働は、つねに、この機械によって代わられる生きている労働よりもずっと小さいのである。／ただ生産物を安くするための手段だけとして見れば、機械の使用の限界は、機械自身の生産に必要な労働が、機械の充用によって代わられる労働よりも少ないということのうちに、与えられている。だが、資本にとってはこの限界はもっと狭く表される。資本は、充用される労働を支払うのではなく、充用される労働力の価値を支払うのだから、資本にとっては、機械の使用は、機械の価値と機械によって代わられる労働力の価値との差によって限界を与えられるのである。……それだらこそ、今日イギリスで機械が発明されてもそれが北アメリカでしか用いられないとか、16世紀と17世紀にドイツで発明された機械がオランダだけで使われたとか、18世紀にフランスでなされた多くの発明はただイギリスで利用されただけだというようなことになるのである。」(『資本論』第1巻, S.414-415)
∴

　「人間が主体、自然が客体」「人間が自然を自由にする力の発展は進歩」はマルクス経済学(投下労働価値概念)の根源的見方。

５．「一般化された商品搾取定理」の「一般商品価値」概念の意味

　「体系イ」のAの第n行を、τの第n要素を0に変えたものと置き換え、第n列を、bの第n要素を0に変えたものと置き換えて、その行列をA＃とする。（つまり、旧第n財と労働とを入れ替える。）

　Aの第n行の第n要素をτnと入れ替えたベクトルをτ＃と、Aの第n列の第n要素をbnと入れ替えたベクトルをb＃とすると、「体系イ」は次のようになる。
(体系ハ)

	投下第n財価値体系

　t＃>0：1×n投下第n財価値ベクトル

　τ＃>0：1×n直接投入第n財ベクトル


t＃(I−A＃)＝τ＃>0

	純生産体系

　x＃>0：n×1「総」生産ベクトル

　y＃>0：n×1「純」生産ベクトル

(I−A＃)x＃＝y＃>0



y＃の要素には、剰余生産物のほか、第n財を生産するための投入物や労働が含まれる一方、労働者の取得する消費財は含まれていない。

　つまり、第n財が「主体」で、労働者も含む疑似自然が「対象」、第n財が「享受」する財の生産が「目的」である体系。

　「体系イ’」にあたるものは、与えられたy＃の生産のために、第n財の投入を最小化する体系になる。

　この体系から、「体系ロ」を眺めると、次の命題が導ける。

「I−A＋がホーキンズ・サイモン条件を満たす。」

⇔「I−A＃がホーキンズ・サイモン条件を満たす。」かつ「1-t＃b＃>0」

「一般化された商品搾取定理」

　すなわち、「利潤が正であることは、第n財が搾取されていることと同値」。しばしば「マルクスの基本定理」の労働搾取命題への批判として言われる。

　エコロジー的問題意識のためには、むしろこちらの概念を使って議論を組み立てた方がよい。Ex. 「投下水価値」「直接・間接排出二酸化炭素量」等々。

すべての社会に共通する「本質」
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